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本
校
は
、
今
年
令
和
五
年
度
で

創
立
七
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

本
校
発
展
の
基
盤
を
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
生
徒
、
教

職
員
、
保
護
者
、
同
窓
会
を
は
じ

め
ご
支
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
学
校
は
、
近
年
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
様
々
な
困
難
の
中
で
、
数

多
く
の
皆
様
の
お
陰
で
着
実
に
前

進
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
こ
の
四

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
看
護
医

療
コ
ー
ス
は
、
大
変
喜
ば
し
い
ニ

ュ
ー
ス
で
す
。

最
近
市
原
市
内
に
は
、
諸
外
国

か
ら
の
人
達
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
異
文
化
の
皆
様
と
の
共
生

が
、
求
め
ら
れ
る
昨
今
で
す
。
私

事
で
す
が
、
家
族
で
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八
年

前
に
夫
婦
で
大
学
の
日
本
語
教
員

資
格
を
取
得
、
そ
の
日
本
語
の
先

生
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難

民
女
性
に
日
本
語
を
教
え
て
欲
し

い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
去
る

十
一
月
四
日
、
千
葉
市
に
あ
る
学

園
の
理
事
長
の
厚
意
で
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
妻
な
ど
六

人
の
教
員
で
、
毎
週
土
曜
日
に
ア

フ
ガ
ン
の
人
達
と
の
学
習
が
始
ま

り
、
既
に
女
性
と
子
ど
も
合
わ
せ

て
九
十
名
、
毎
回
凄
い
勢
い
で
学

習
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ

ン
で
は
女
性
に
は
女
性
の
先
生
が

教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
童

支
援
の
仕
事
を
し
て
い
る
次
女
は
、

子
ど
も
達
に
関
わ
り
、
私
は
サ
ポ

ー
ト
役
で
す
。

こ
の
学
園
の
前
身
は
、
一
九
二

五
年
（
大
正
十
四
年
）
に
、
女
子

教
育
の
普
及
の
た
め
に
創
立
さ
れ

た
学
校
（
現
幼
稚
園
、
中
学
、
高

校
、
短
大
）
で
、
現
理
事
長
は
三

代
目
で
す
。
た
ま
た
ま
私
の
大
叔

母
も
、
県
内
で
一
八
八
九
年
（
明

治
二
十
年
）
に
女
子
を
対
象
に

し
た
学
校
（
現
高
校
）
を
創
立
し

て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
女
性
の
日

本
語
学
校
そ
し
て
先
人
達
の
学
校

共
々
女
性
の
た
め
の
教
育
が
原
点

で
す
。
私
に
と
っ
て
深
い
縁
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
に
創
設
さ
れ
た
「
同
窓

会
基
金
」
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄

付
に
つ
き
ま
し
て
、
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
基
金
は
、
全
て
母
校
の

支
援
の
た
め
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま

す
。
千
葉
県
は
、
昨
年
か
ら
一
般

の
人
が
県
立
高
校
に
寄
付
で
き
る

新
た
な
基
金
（
詳
細
は
別
ペ
ー

ジ
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
重
ね
重

ね
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
も
同
窓
会
の
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

見
る
と
行
事
の
意
義
深
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
の
一

環
と
し
て
、
校
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
を
一
定
時
間
行
っ
た

生
徒
に
対
し
「
社
会
体
験
活
動
」

と
し
て
単
位
認
定
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
が
近
隣

小
学
校
や
地
域
関
係
団
体
で
の
活

動
の
様
子
を
見
る
と
、
大
変
頼
も

し
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
性

自
己
肯
定
感
を
育
み
、
そ
し
て
、

京
葉
高
校
が
地
域
と
共
に
歩
む
学

校
と
し
て
さ
ら
に
活
発
に
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
に
お
い
て
は
、
全
国
大

会
や
関
東
大
会
へ
の
出
場
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在

部
活
動
の
加
入
率
は
約
75
％
で

あ
り
、
ど
の
部
活
動
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
国
や
県
で
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が

活
気
あ
る
部
活
動
が
本
校
の
特
色

で
も
あ
り
ま
す
。「
チ
ー
ム
京
葉
」

と
な
り
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

結
び
に
、
教
職
員
一
丸
と
な
り

京
葉
高
校
の
発
展
の
た
め
に
教
育

活
動
等
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
益
々

の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

令
和
五
年
度
は
、
長
ら
く
続
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
第
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
教
育
活
動
を
コ
ロ
ナ
禍
前

に
も
ど
す
こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
京
葉
高
校
三
大
行

事
を
す
べ
て
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
九
月
に
第
五
十
四
回
京
葉

祭
、
第
五
十
四
回
体
育
祭
を
、
十

一
月
に
第
五
十
一
回
芸
術
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
と
い
う

視
点
か
ら
、
芸
術
祭
を
三
年
間
中

止
と
し
た
た
め
開
催
回
数
が
違
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
複
雑
な

気
持
ち
で
す
。

生
徒
た
ち
は
ど
の
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
を
し
、
行
事
を
と
お

し
て
喜
び
や
悲
し
み
苦
し
み
な
ど

多
く
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
行
事
に
参
加
す
る
に
あ
た

り
、
誰
も
が
少
な
か
ら
ず
苦
労
や

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁

は
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
、
ク
ラ
ス

の
団
結
力
が
深
ま
り
、
一
人
一
人

が
成
長
し
て
く
れ
て
い
る
様
子
を
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令和５年度 同窓会総会開催報告

昨
年
六
月
三
日（
土
）に
、

市
原
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
に
て
令

和
五
年
度
同
窓
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

岩
埜
校
長
を
は
じ
め
と
し

て
、
小
林
教
頭
、
金
木
事
務

長
、
榎
本
顧
問
、
興
津
文
隆

様
（
Ｓ
42
年
卒
）、
小
関
勇

次
様
（
Ｓ
49
年
卒
）
に
も
ご

参
加
頂
き
、
役
員
は
九
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
事
業
報
告
・
事

業
計
画
・
会
計
関
係
・
会
則

と
予
定
さ
れ
た
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
下
欄
に

資
料
を
提
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

議
案
の
中
で
は
、
会
則
第

九
条
の
文
言
の
変
更
が
審
議
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
を
実
施
す
る
数
ヶ
月

前
に
十
周
年
記
念
誌
が
本
校

女
子
職
員
の
更
衣
室
の
ロ
ッ

カ
ー
に
多
数
保
管
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
小
宮
会

長
始
め
当
時
生
徒
だ
っ
た
先

輩
方
の
記
録
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
総
会
に

参
加
さ
れ
た
小
関
様
が
記
念

誌
の
記
事
を
読
み
、
大
変
喜

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と

が
印
象
深
い
総
会
と
な
り
ま

し
た
。
も
し
十
周
年
記
念
誌

を
ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
渡
し
で

き
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
杉
田

俊
幸
）

令和４年度　事　業　報　告

令和５年度　事　業　計　画

令和４年度　収支決算報告
【収入の部】 自：令和4年4月1日　至：令和4年3月31日　（単位：円）
項　　目 予 算 額 決 算 額 予算残額 備　　　　　考
前年度繰越金 346,729 346,729 0 令和３年度よりの繰越金
会 費 424,800 424,800 0 令和４年度卒業生（118名＠3,600）
基 金 10,000 70,000 60,000 同窓会基金（１口2,000円）
雑 収 入 100,001 120,002 20,002 同窓会報広告協賛（120,000円）、利息（2円）
合 計 881,530 961,531 80,001

令和５年度　予　算
【収入の部】 自：令和5年4月1日　至：令和6年3月31日　（単位：円）

項　　目 予 算 額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
繰 越 金 374,844 346,729 28,115 ４年度よりの繰越金
会 費 331,200 424,800 △93,600 令和５年度卒業生（92名＠3,600）
基 金 10,000 10,000 0 同窓会基金（１口2,000円）
雑 収 入 100,001 100,001 0 預金利息および同窓会報広告協賛
合 計 816,045 881,530 △65,485

【支出の部】
項　　目 予算額 流用額 決算額 予算残額 備　　　　　考
事 務 費 60,000 12,242 72,242 0 会報発送用封筒・コピー用紙・インターネット代等予備費より12,242円流用
会 議 費 60,000 48,013 11,987 総会・諸会議費 等
慶 弔 費 30,000 0 30,000
通 信 費 100,000 86,642 13,358 連絡用ハガキ・まなびや発送切手代
部会活動費 100,000 94,600 5,400 会報「まなびや」第37号印刷代
生徒援助費 300,000 105,990 194,010 卒業記念品代・同窓会表彰経費
学校援助費 100,000 79,200 20,800 宣伝用ボールペン代
積 立 金 100,000 100,000 0
予 備 費 31,530 △12,242 0 19,288 事務費へ12,242円流用
合 計 881,530 586,687 294,843 

【支出の部】
項　　目 予 算 額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
事 務 費 80,000 60,000 20,000 事務用消耗品・インターネット代等
会 議 費 60,000 60,000 0 総会・諸会議費等
慶 弔 費 30,000 30,000 0
通 信 費 100,000 100,000 0 連絡用ハガキ・まなびや発送切手代
部会活動費 100,000 100,000 0 会報「まなびや」第38号印刷代
生徒援助費 240,000 300,000 △60,000 部活動支援金・卒業記念品代・同窓会表彰経費等
学校援助費 100,000 100,000 0 宣伝用ボールペン作成費等
積 立 金 100,000 100,000 0
予 備 費 6,045 31,530 △25,485
合 計 816,045 881,530 △65,485

令和４年度末　積立金会計報告
同窓会定期３６８２８１３（平成25年度末に一本化された定期口座）
前年度末累計額 前年度支出額 本年度積立金 利　　息 本年度累計額
4,220,719円 0円 100,000円 82円 4,320,801円

収入決算額 961,531円・支出決算額 586,687円・残高 374,844円（翌年へ繰り越し）
上記のとおり収支決算をご報告いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　千葉県立京葉高等学校　同窓会会計　田中　惠美
　　令和５年５月11日
　　　　監査の結果、適正であることを認めます。　　　会計監査　　高橋　一成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　聖子

上記のとおり積立金会計をご報告いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　千葉県立京葉高等学校　同窓会会計　田中　惠美
　　令和５年５月11日
　　　　監査の結果、適正であることを認めます。　　　会計監査　　高橋　一成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　聖子

令和４年
　４月７日（木） 第60回入学式
　５月12日（木） 第１回役員会
　５月18日（水） 第１回学校運営協議会
　６月４日（土） 令和４年度同窓会総会
　10月12日（水） 第２回学校運営協議会
 令和４年度千葉県立京葉高等学校ミニ集会
　10月13日（木） 第２回役員会
 （会報「まなびや」編集会議）
令和５年
　１月10日（火） 会報「まなびや」第37号校正作業
　１月18日（水） 第３回学校運営協議会
　２月16日（木） 第３回役員会
 卒業記念品準備・同窓会表彰者認定
　３月６日（月） 同窓会入会式
 記念品贈呈・同窓会表彰・新理事７名委嘱
 会報「まなびや」第37号発行
　３月７日（火） 第58回卒業式
　３月29日（水） 会報「まなびや」第37号発送作業

令和５年
　４月７日（金） 第61回入学式
　５月11日（木） 第１回役員会
　５月17日（水） 第１回学校運営協議会
　６月３日（土） 令和５年度同窓会総会
　10月11日（水） 第２回学校運営協議会
 令和５年度千葉県立京葉高等学校ミニ集会
　11月中旬 第２回役員会
 （会報「まなびや」編集会議）
　12月下旬 会報「まなびや」第38号校正作業
令和６年
　１月17日（水） 第３回学校運営協議会
　２月下旬 第３回役員会
 卒業記念品準備・同窓会表彰者認定
 会報「まなびや」第38号発行
　３月５日（火） 同窓会入会式
 記念品贈呈・同窓会表彰・新理事７名委嘱
　３月６日（水） 第59回卒業式
　３月中旬 会報「まなびや」第38号発送作業
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進
路
指
導
主
事
　
杉
田
　
俊
幸

進
路
状
況
に
つ
い
て

令
和
四
年
度

同
窓
会
役
員
紹
介

★
令
和
４
年
度
最
終
進
路
状
況

令
和
５
年
３
月
卒
業
生
（
令
和

４
年
度
１
１
８
名
）
の
最
終
進
路

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。
四
年
制

大
学
へ
の
進
学
者
は
36
名
で
、
そ

の
内
訳
は
一
般
選
抜
が
２
名
、
指

定
校
推
薦
が
19
名
、
公
募
推
薦
が

２
名
、
総
合
型
選
抜
が
13
名
で

し
た
。
３
ク
ラ
ス
１
２
０
定
員
に

な
り
、
初
め
て
の
卒
業
生
と
し

て
、
大
学
進
学
者
数
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
割
合
と
し
て
は
31
％
と

な
り
、
前
年
度
の
32
％
と
ほ
ぼ
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
合
型
選

抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
い
わ
ゆ

る
年
内
入
試
で
の
進
路
決
定
を
目

指
す
風
潮
は
本
校
で
も
顕
著
と
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
年
伝
え
て
い
ま

す
が
、
安
易
な
受
験
方
法
の
選
択

は
せ
ず
、
自
分
が
本
当
に
行
き
た

い
学
校
が
あ
れ
ば
、
一
般
選
抜
で

受
験
す
る
こ
と
を
念
頭
に
一
年
時

か
ら
学
習
を
積
み
重
ね
こ
と
が
大

切
で
す
。
令
和
５
年
度
に
は
一
般

選
抜
で
複
数
名
の
入
学
者
が
過
去

４
年
間
で
出
た
こ
と
で
、
日
本
大

学
法
学
部
か
ら
指
定
校
枠
が
来
ま

し
た
。
推
薦
で
入
学
す
る
生
徒
は

こ
う
い
っ
た
先
輩
達
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

短
大
進
学
者
は
５
名
で
し
た
。

総
合
探
究
で
の
小
論
文
講
座
の
お

陰
も
あ
っ
て
１
名
が
特
待
生
と
し

て
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

専
門
学
校
へ
は
45
名
が
進
学
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
看
護
医
療
系

へ
は
10
名
と
例
年
通
り
の
人
気
の

高
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
来
年
度
か
ら
看
護
医
コ
ー

ス
を
総
合
探
究
の
中
で
や
っ
て
行

く
こ
と
に
な
り
、
更
な
る
医
療
系

進
学
者
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

就
職
し
た
生
徒
は
27
名
で
、
公

務
員
が
３
名
、
民
間
が
24
名
で
し

た
。
昨
年
度
よ
り
も
就
職
者
数
が

増
加
し
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
公

務
員
は
狭
き
門
で
し
た
が
、
民
間

企
業
に
就
職
を
希
望
し
た
生
徒
は
、

全
員
内
定
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

進
路
未
決
定
者
は
５
名
で
、
う

ち
２
名
が
進
学
浪
人
で
し
た
。
最

終
進
路
決
定
率
は
95
・
８
％
で
し

た
。い

ず
れ
の
進
路
を
選
ぶ
に
し
て

も
一
年
生
の
時
か
ら
の
基
礎
学
力

の
養
成
と
面
接
で
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
こ
と
を
受
験
ま
で
に
取
り
組
む

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
伝
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
分
野
ご
と

の
主
な
進
路
先
は
次
の
通
り
で
す
。

レ
ッ
ジ
、
専
門
学
校
ち
ば
愛
犬
動

物
フ
ラ
ワ
ー
学
園
、
千
葉
女
子
専

門
学
校
、
千
葉
調
理
師
専
門
学
校
、

千
葉
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
、
千
葉
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
＆
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門

学
校
、
東
京
Ｉ
Ｔ
会
計
法
律
専
門

学
校
、
東
京
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
、
東
洋
理

容
美
容
専
門
学
校
、
日
本
自
動
車

大
学
校
、
ハ
ッ
ピ
ー
製
菓
調
理
専

門
学
校
、
船
橋
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校
、
Ｈ

Ａ
Ｌ
東
京

【
公
務
員
】
３
名

市
原
市
役
所
、
鎌
ケ
谷
市
役
所
、

袖
ケ
浦
市
役
所

【
民
間
企
業
】
24
名

市
原
市
農
業
協
同
組
合
、
㈱
出
光

プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
千
葉
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
㈱

千
葉
工
場
、
共
栄
プ
ラ
ン
ト
㈱
、

㈱
ク
オ
ー
レ
、
㈱
Ｋ
Ｒ
Ｅ
、
三
友

工
業
㈱
、
親
和
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
千

葉
事
業
所
、
㈱
長
太
、
デ
ン
カ
㈱

千
葉
工
場
、
㈱
日
陸
、
日
産
プ
リ

ン
ス
千
葉
販
売
㈱
、
日
本
製
鉄
㈱

東
日
本
製
鉄
所
君
津
地
区
、
藤
田

リ
ゾ
ー
ト
観
光
㈱
カ
メ
リ
ア
ヒ
ル

ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
富
士
電

機
㈱
千
葉
工
場
、
古
河
電
気
工
業

機
㈱
千
葉
工
場
、
八
幡
屋
、
㈲
ナ

サ
（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
）

【
進
路
未
決
定
】
５
名

【
四
年
制
大
学
】
36
名

植
草
学
園
大
学
、
関
東
学
院
大
学
、

敬
愛
大
学
、
淑
徳
大
学
、
城
西
国

際
大
学
、
大
正
大
学
、
千
葉
工
業

大
学
、
千
葉
商
科
大
学
、
帝
京
平

成
大
学
、
東
京
情
報
大
学
、
東
京

保
健
医
療
専
門
職
大
学
、
日
本
大

学
、
麗
澤
大
学
、
和
洋
女
子
大
学

【
短
期
大
学
】
５
名

昭
和
学
院
短
期
大
学
、
千
葉
敬
愛

短
期
大
学
、
千
葉
経
済
大
学
短
期

大
学
部
、
千
葉
明
徳
短
期
大
学

【
看
護
医
療
系
専
門
学
校
】
10
名

亀
田
医
療
技
術
専
門
学
校
、
国
際

医
療
福
祉
専
門
学
校
、
山
王
看
護

専
門
学
校
、
千
葉
医
療
福
祉
専
門

学
校
、
千
葉
県
立
鶴
舞
看
護
専
門

学
校
、
東
京
医
薬
看
護
専
門
学
校

【
専
修
学
校
等
】
35
名

ア
イ
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
専
門
学
校
、

大
原
医
療
保
育
福
祉
専
門
学
校
、

大
原
簿
記
公
務
員
医
療
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校
、
大
原
簿
記
公
務

員
専
門
学
校
、
国
際
ト
ラ
ベ
ル
・

ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校

尚
美
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
専

門
学
校
、
専
門
学
校
国
際
理
工
カ

名
誉
会
長（
校
長
） 

 

岩
埜
　
直
史

顧
　
問（
旧
職
員
） 

 

飯
髙
　
和
子

 

41 

國
吉
　
成
昭

 

41 

榎
本
　
　
悦

会
　
長 

45 

小
宮
　
修
二

副
会
長 

42 

高
山
　
良
明

 

46 

元
廣
　
　
悟

 

52 

御
園
生
文
雄

 

Ｈ
８ 

金
子
　
哲
也

会
　
計（
事
務
長
） 

 

金
木
　
重
明

 

53 

平
塚
　
峰
人

 

★
62 

田
中
　
惠
美

会
計
監
査 

57 

高
橋
　
一
成

 

58 

川
口
　
聖
子

事
務
局
長 

★
Ｈ
７ 

杉
田
　
俊
幸

事
務
局
次
長 

57 

志
賀
　
　
智

 

Ｈ
２ 

田
澤
　
義
一

書
　
記 

60 

黒
須
　
紀
男

 

Ｈ
８ 

宍
倉
　
慎
二

総
務
理
事 

54 

髙
山
　
　
直

 

54 

菊
岡
多
鶴
子

 

56 

高
澤
　
　
真

 

★
58 

石
井
　
　
修

 

58 

松
崎
　
幸
弥

 

60 

岡
本
　
　
均

 

★
62 

高
嶋
　
晴
代

 

Ｈ
５ 

岩
上
　
真
弓

 

Ｈ
10 

只
隈
　
修
一

 

Ｈ
17 

大
野
　
佳
佑

 

Ｈ
19 

高
野
　
赳
志

 

Ｈ
28 

皆
川
　
真
琴

 

Ｒ
３ 

植
松

大
輝

数字は卒業年　★印は校内理事
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令和４年度末　定期人事異動により転出された先生方

須
藤
　
信
幸

最
高
の
十
年

林
田
　
麗
奈

京
葉
高
校
で

過
ご
し
た
日
々

須
藤
　
信
幸

林
田
　
麗
奈

過
ご
し
た
日
々

「
野
球
が
や
れ
る
！
」。
前
任
校

が
女
子
校
だ
っ
た
私
は
、
こ
の
喜

び
を
胸
に
京
葉
高
校
の
門
を
く
ぐ

り
ま
し
た
。
も
う
十
年
経
ち
ま
す

が
、
今
で
も
そ
の
時
の
思
い
や
景

色
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
一

緒
に
野
球
部
の
指
導
に
携
わ
っ
た

先
生
方
の
力
、
そ
し
て
何
よ
り
選

京
葉
高
校
で
過
ご
し
た
五
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
特
に

初
め
て
担
任
を
し
た
三
年
間
は
こ

れ
か
ら
先
、
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
楽
し
い
三

年
間
で
し
た
。

部
活
動
で
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、

演
劇
部
、
軽
音
楽
同
好
会
、
写
真

部
、
美
術
部
と
沢
山
の
部
活
動
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
で
全

国
総
合
体
育
大
会
や
関
東
選
抜
大

手
た
ち
の
努
力
、
そ
こ
に
勢
い
も

相
ま
っ
て
、
私
が
赴
任
し
た
初
年

度
に
京
葉
高
校
野
球
部
は
夏
の
選

手
権
千
葉
大
会
で
ベ
ス
ト
８
ま
で

勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
三
人
目
の
顧
問
と
し
て
応
援

団
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
が
、
あ

の
時
の
興
奮
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

京
葉
高
校
で
は
、
学
級
担
任
、

学
年
主
任
、
生
徒
指
導
主
事
と
、

色
々
な
役
職
を
経
験
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
の
中
で
得

た
一
番
大
き
な
も
の
は
、
自
分
が

他
人
か
ら
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る

か
、
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
、

会
に
引
率
で
き
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
京
葉
高
校
の
魅
力
で
あ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
の
顧
問
と
し
て
五
年
間
委
員

会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

も
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
勉
強
と

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

京
葉
生
の
み
な
さ
ん
、
是
非
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
や
社

会
、
自
分
に
つ
い
て
新
し
く
気
づ

く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
多
く
の
生
徒
た
ち
の
成
長
し

た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
自
身
も

京
葉
高
校
で
経
験
し
た
こ
と
を
生

が
何
と
な
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
時
に
は
自
分
の
理

想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
悩
ん
だ
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
生
徒

た
ち
や
先
生
方
の
支
え
の
お
陰
で

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
一
年
間
の
中
で
も
や
は
り

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
過
ご
し
た
最
後

の
三
年
間
が
強
烈
に
残
っ
て
い
ま

す
。
学
年
主
任
を
任
さ
れ
、
自
宅

学
習
・
時
差
登
校
・
分
散
登
校
か

ら
始
ま
り
、
行
事
の
中
止
や
縮
小
、

部
活
動
も
厳
し
い
制
約
の
中
で
の

活
動
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
行

先
や
時
期
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
五
年
間
、
色
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
担
任
を
し
た
一

年
生
の
夏
に
は
、
台
風
一
三
号
の

影
響
で
学
校
が
一
週
間
臨
時
休
業

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
度
末
に

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
学
校
が

臨
時
休
業
、
分
散
登
校
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
行
事
が
中
止
と
な

り
、
学
校
生
活
が
大
き
く
変
化
し

た
三
年
間
と
な
り
ま
し
た
。
私
が

担
任
を
し
た
学
年
の
生
徒
た
ち
は

沢
山
我
慢
を
し
、
悔
し
い
思
い
を

し
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
想

像
し
た
三
年
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
状
況
だ

の
、
修
学
旅
行
に
行
け
た
の
が
何

よ
り
で
し
た
。
最
終
日
に
道
頓
堀

で
、
両
手
い
っ
ぱ
い
の
お
土
産
を

抱
え
な
が
ら
名
残
惜
し
そ
う
に
バ

ス
に
乗
り
込
む
生
徒
の
姿
が
目
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
京
葉
高
校
で
出
会
っ

た
全
て
の
生
徒
、
先
生
方
に
改
め

て
お
礼
が
言
い
た
い
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
陰
で
自
分
自
身
成
長
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ

と
な
ら
ま
た
戻
り
た
い
く
ら
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
京
葉
高

校
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

っ
た
か
ら
こ
そ
気
づ
け
た
こ
と
も

沢
山
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
何
気
な

く
過
ご
し
て
い
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

で
生
徒
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
く
だ
ら
な
い
話
が
で
き
る
こ

と
が
幸
せ
な
こ
と
で
、
大
切
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

京
葉
高
校
で
は
生
徒
た
ち
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
ご
理
解
、
ご
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

職　名 教科等 転出者氏名 転勤先

教 頭 平野　善彦 木更津東（定時制）

教 諭 国 語 平山　直人 長　　生（全日制）

教 諭 地歴公民 加藤　健一 再任用満期終了

教 諭 地歴公民 小埜尾修一 京　　葉（再任用）

教 諭 数 学 國吉　　敏 市 原 緑（再任用）

職　名 教科等 転出者氏名 転勤先

教 諭 英 語 吉田　純一 京　　葉（再任用）

教 諭 英 語 須藤　信幸 袖 ケ 浦

教 諭 家 庭 林田　麗奈 生　　浜（定時制）

臨任講師 保健体育 小川　亮平 拓 殖 大 学 紅 陵

技 能 員 尾形　清美 退　　　　　　職
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同
窓
会
表
彰

同
窓
会
表
彰

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度

1970年京葉高校卒業後、13歳でギターを始め19歳
でカルメン・マキなどのバンドでギター＆ボーカル
を担当、後に日本のリズム＆ブルース界ではパイオ
ニア的バンドに参加し、現在の活動に至る。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

今
回
は
、
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ド
を
率
い
て
ラ
イ
ブ
活
動
中
の

ピ
ー
川
島
さ
ん
を
紹
介
致
し
ま
す
。

本
校
の
卒
業
生
で
す
。
同
級
生
の

小
宮
同
窓
会
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

川
島
さ
ん
は
ど
う
し
て
ピ
ー
ち
ゃ
ん
と
言
わ
れ
て

い
る
の
？

私
が
五
井
で
生
ま
れ
た
と
き
、
隣
の
お
ば
さ
ん

の
う
さ
ぎ
（
名
前
が
ピ
ー
子
）
に
よ
く
似
て
「
と

て
も
か
わ
い
い
ネ
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
ピ
ー

ち
ゃ
ん
と
い
う
愛
称
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
六
月
の
ク
ラ
ス
同
窓
会
で
、
ピ
ー
ち
ゃ
ん
の

ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
は
凄
か
っ
た
ね
。
そ
の
後
、
我

が
家
で
演
奏
し
て
も
ら
っ
た
時
も
、
市
原
市
犬
成

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
場
で
演
奏
し
て
も
ら
っ
た
時

も
「
聴
い
て
い
て
心
地
い
い
で
す
ね
。
さ
す
が
プ

ロ
」
と
大
人
気
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
演
奏
が
で
き
な
い
中
、
今
回
、
盲
目

の
歌
手
長
谷
川
き
よ
し
の
「
別
れ
の
サ
ン
バ
」
と

ビ
ー
ト
ル
ズ
・
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
「
イ
マ
ジ

ン
」
を
皆
に
聴
い
て
も
ら
い
「
元
気
に
な
っ
た
」

と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

京
葉
高
校
時
代
、
演
奏
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
？

隣
の
ク
ラ
ス
に
い
た
音
楽
一
家
の
山
岡
君
に
誘

わ
れ
、
ギ
タ
ー
を
弾
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文

化
祭
で
初
デ
ビ
ュ
ー
。
当
初
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
や

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
演
奏
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、

教
頭
先
生
か
ら
「
反
戦
歌
な
ら
い
い
よ
」
と
言
わ

れ
、
皆
さ
ん
か
ら
喝
采
を
受
け
た
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
先
生
は
誰
で
す
か
？

一
人
は
、
担
任
の
鈴
木
卓
先
生
で
す
。
遅
刻
し

て
よ
く
廊
下
や
職
員
室
で
立
た
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
見
か
ね
た
他
の
先
生
が
助
け
て
く
れ

ま
し
た
。
昨
年
の
同
窓
会
で
先
生
に
会
っ
た
と
き
、

先
生
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
厳
し
す
ぎ
た
ね
」
と
言
わ

れ
、
先
生
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
人
は
、
書
道
の
飯
高
先
生
で
す
。
私
が
高

校
に
行
く
頃
、
父
親
が
表
装
の
仕
事
を
し
て
い
て
、

よ
く
飯
高
先
生
の
書
を
表
装
し
て
い
ま
し
た
。
今

の
仕
事
と
先
生
と
縁
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
ど
う
で
し
た
か
？

英
語
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
専
門
学
校
へ
行
き

ま
し
た
が
、
夏
休
み
に
バ
ン
ド
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

夢
中
に
な
り
過
ぎ
て
、
学
校
を
中
退
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
波
瀾
万
丈
で
し
た
ね
。

演
奏
で
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

演
奏
を
通
し
て
好
き
な
こ
と
が
続
け
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
音
楽
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
え
た
こ
と
で
す
か
ね
。

音
楽
（
演
奏
）
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

自
分
が
弾
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
と
同
世
代
や

先
輩
の
方
が
、「
青
春
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

仕
事
と
演
奏
の
両
立
は
ど
う
で
し
た
か
？

現
在
、
画
材
や
額
縁
、
画
廊
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
芸
術
つ
ま
り
絵
画
や
音
楽
は
似
て
い
る
の

で
両
方
と
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ん

の
中
に
は
、
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
な
が
ら
日
本
画
を
描

い
て
い
る
人
も
い
ま
す
か
ら
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
演
奏
を
し
た
い
で
す
か
？

ブ
ル
ー
ス
を
主
体
に
、
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
演
奏
活
動
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

ピ
ー
ち
ゃ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
の
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
全
校
生
徒
・
職
員
の
前

で
同
総
会
表
彰
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
の
卒
業
生
の
う

ち
、
以
下
の
三
名
の
生
徒
を
同

窓
会
表
彰
と
し
、
記
念
品
（
高

級
ペ
ン
セ
ッ
ト
）
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

＊
十
二
ケ
年
皆
勤

Ｂ
組
　
木
村
　
百
花

Ｃ
組
　
岡
安
　
彩
夏

＊
第
71
回
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

　優
秀
賞

　第
三
席

Ｃ
組
　
高
浦
　
彩
矢



2024年（令和６年）２月28日 第 38 号（6）千葉県立京葉高等学校同窓会報

卓
球
部
　
部
長
　
二
年
　
黒
　
須
　
　
　
真

廃
部
寸
前
か
ら
県
大
会
出
場

令
和
六
年
度
よ
り
看
護
医
療
コ
ー
ス
設
置

令
和
六
年
度
よ
り
看
護
医
療
コ
ー
ス
設
置

総
合
的
な
探
求
の
時
間
を
利
用
し
て

令
和
六
年
度
よ
り
看
護
医
療
コ
ー
ス
設
置

千
葉
県
県
立
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
基
金
に
寄
付
の
お
願
い

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

発行責任者

同窓会長　　小宮　修二

発　行　所

〒290－0034　市原市島野222

千葉県立京葉高等学校同窓会

ＴＥＬ　0436－22－２１９６

私
た
ち
卓
球
部
は
、
長
岡
先

生
、
斉
藤
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、

日
々
の
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

部
員
は
三
年
生
一
人
、
二
年
生
三

人
、
一
年
生
三
人
の
計
七
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
人
数
で

す
が
、
目
標
で
あ
る
県
大
会
出
場

に
向
け
て
、
お
互
い
に
日
々
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
代
が
入
る
前
は
先

輩
一
人
で
活
動
し
て
お
り
、
廃
部

寸
前
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
が
入

部
し
て
か
ら
は
団
体
戦
に
も
出
場

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
団
体
で
県

大
会
出
場
を
目
標
に
し
ま

し
た
。
先
輩
は
引
退
し
て

も
毎
日
部
活
に
来
て
練
習

し
て
い
る
熱
心
な
人
で
す
。

私
は
そ
ん
な
先
輩
を
尊
敬

し
て
お
り
、
先
輩
の
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

日
々
の
練
習
は
充
実
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
週
練
習

試
合
や
合
同
練
習
が
あ

り
、
沢
山
の
試
合
を
経
験

し
、
課
題
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
色
々
な
経
験
が
で
き
て

と
て
も
楽
し
い
部
活
と
な

っ
て
い
ま
す
。

先
輩
に
と
っ
て
最
後
の
大
会
で

あ
る
総
体
で
は
、
代
表
決
定
戦
ま

で
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
自
分
が
ス
ト
レ
ー
ト
負
け

し
て
し
ま
い
目
標
で
あ
る
県
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
悔

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う

や
っ
た
ら
勝
て
る
の
か
、
な
ぜ
負

け
た
の
か
を
考
え
日
々
の
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
一
年
生
の
時
よ
り

は
量
だ
け
で
な
く
質
の
高
い
練
習

を
目
指
し
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

先
輩
が
引
退
し
て
最
初
の
大
会

で
あ
る
新
人
戦
で
は
、
予
選
リ
ー

グ
二
位
以
内
で
県
大
会
に

出
場
で
き
る
と
い
っ
た
も

の
で
し
た
。
初
戦
は
総
体

の
代
表
決
定
戦
で
負
け
た

市
原
緑
高
校
と
対
戦
し
、

勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
の
志
学
館
高
校

と
の
試
合
に
は
負
け
て
し

ま
い
、
同
じ
一
勝
一
敗
の

姉
崎
高
校
と
二
位
争
い
を

し
ま
し
た
。
結
果
は
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
約
十
年
ぶ
り

の
出
場
ら
し
く
、
今
ま
で

頑
張
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
県
大
会
で
は

悔
し
い
負
け
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
次
の
大
会
に
向
け
て
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
部
員
全
員
で
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
卓
球

部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

京
葉
高
校
で
は
、
令
和
五
年

度
よ
り
「
社
会
体
験
活
動
」
を

単
位
認
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
に
も
行
っ
て
き
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
小
中
高
大
連
携
活
動
を
更
に

活
性
化
し
、
生
徒
一
人
一
人
の
功

績
を
評
価
し
て
自
己
肯
定
感
を
高

め
、
京
葉
高
校
の
特
色
を
出
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
上
記
の

と
お
り
「
看
護
医
療
コ
ー
ス
」
を

新
設
し
ま
す
。
看
護
医
療
系
の
職

業
研
究
を
と
お
し
て
、
地
域
医
療

に
貢
献
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃

か
ら
様
々
な
形
で
応
援
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も

一
層
の
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

田
中
　
惠
美

本
校
で
は
、
例
年
看
護
医
療

系
の
大
学
や
専
門
学
校
へ
進
学

し
、
看
護
師
や
理
学
療
法
士
な

ど
の
専
門
職
を
目
指
す
生
徒
が

一
定
数
い
る
こ
と
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
地
元
で
の
医
療
従
事

者
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

令
和
六
年
度
よ
り
総
合
的
な
探

求
の
時
間
の
中
で
、
看
護
医
療

コ
ー
ス
を
設
置
し
、
医
寮
に
つ

い
て
学
べ
る
機
会
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
普

通
科
高
校
と
し
て
の
特
色
を
打

千
葉
県
で
は
、
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
や
各
学
校
に
お
け
る
特
色

あ
る
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
や
卒
業
生
な
ど
様
々
な

方
か
ら
応
援
頂
く
た
め
に
右
記
基

金
を
創
設
し
、
寄
付
を
募
っ
て
い

ま
す
。
本
校
も
令
和
元
年
の
台
風

被
害
に
よ
り
故
障
し
た
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
の
空
調
設
備
の
修
繕
を
目

的
と
し
１
，３
０
０
万
円
の
寄
付

を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ

ち
出
し
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
高
校
に
な
る
こ
と
も
同

時
に
目
指
す
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
植
草
学
園
大
学
、

帝
京
平
成
大
学
と
の
高
大
連
携

に
よ
り
各
学
年
毎
に
大
学
の
先

生
に
来
校
頂
き
、
授
業
を
受
け

る
。
大
学
に
行
き
施
設
設
備
を

利
用
し
た
実
習
授
業
を
体
験
す

る
。
ま
た
実
際
に
医
療
従
事
者

と
し
て
働
い
て
い
る
方
か
ら
現

場
の
話
を
聞
く
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
準
備
検
討
中
で
す
。

ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
状
況
で
す
。

活
発
な
部
活
動
が
売
り
の
本
校

と
し
て
も
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
十

分
活
用
で
き
る
よ
う
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
寄

付
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
欄
一
番

下
の
「
寄
付
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

詳
細
を
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



 

 

強い精神 強い身体                                   

尊敬、感謝の心と礼儀作法    京葉高校 空手道部 第四代主将 

限界突破を可能にする努力          尚心派糸東流空手道拳心会 会長 横瀬幸男 

何事にも揺るがない集中力           全日本空手道連盟公認七段 

 〒179-0073 東京都練馬区田柄 4-12-7  男子として史上初の全日本スポーツマスターズ形,組手二種目優勝など選手として数々の実績を上げる  

TEL：03-3825-6006                1978年道場設立より数千人の老若男女を指導し、多くの名選手、社会で活躍する選手を育て道場外か 

らも教えを請う空手家が後を絶たない    

 

パリ美容国際学園    
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営業時間 AM10：00~~~PM7：00 木曜・祝日・定休日                    自由にのびやかに！ 

🏣297-0029 千葉県茂原市高師台 3-2-3（カスミストア裏）              1970年 第５期卒業 

℡0475（22）4266 FAX0475（24）5514                           川島 豊（P-ちゃん） 

京葉の皆さん！ 

希望と勇気と誠実を持って 

共に未来に羽ばたこう！ 

（昭和４５年卒業生） 

小 宮 修 二 

〒260-0854 千葉市中央区長洲 1-15-12   TEL 043-304-5507  FAX 043-304-6607 

（あなたの暮らしにアートをプラス） 

（株）相互アートランド AXIS 



はばたけ！ 京葉生  第 26期卒業生 松村 省蔵 

インテリア松村 

市原市中高根１３７９－５１  Tel 0436-95-1151 Fax 0436-95-2939  

 

江戸前 与志乃鮨 
京葉高校を応援しています。 第２７期卒業生 藤田 征士 

                市原市辰巳台西 1-7-21  電話 0436-74-0721 

 

   梨 の カ ネ ク 
頑張れ京葉高校！  第１７期卒業生 藤田 浩夫 

  直売所 市原市町田 130-1  電話 Fax 0436-25-7404（にっこりなしおいしい） 

 

購買で当店自慢の手作り

サンドイッチやフレッシュな

パンを販売しております。

皆様に愛されるよう努めて

まいります。 

 

第 15期 卒業生 

相 葉   薫 

 

                     市原市五井西５－１２－７ 



 

 

 

 

 

京葉生の活躍を応援します。 

千葉県市原市安須６７２ 

TEL ０４３６（３６）３６６５ 

第３１期卒業生 

   代表取締役  宍倉 慎二 

 

 

OPEN 10:00 CLOSE 20:00 

月曜日定休 

 

ケガ、疲労回復、パフォーマンス向上に指圧と針！ 

佐久間スポーツ鍼灸院 

『京葉生としての自覚と誇り』 

第２８期 卒業生 

市原市五井西２－６－９ 

TEL０４３６－３７－２３３３ 

AM１０：００～PM２２：００ 

毎週火曜定休＋不定休有り 

★完全予約制 最終受付 20:30 迄 

２００８年卒業 野球部 OB 

佐久間 陽平 

翔あがれ 

京葉生 
 

第３１期生 小藤田 寛 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頑張れ！京葉高校  第 26期卒業生  高木 勝央 

  造園・土木工事業 増栄産業（株） 

    袖ケ浦市久保田２１７１    ℡ ０４３８－６２－７１１８  

京葉高校は昔も今も地元の評価が高い高校です。卒業生や地域は暖かく見守っています。 

京葉高校生の明るい未来を祈ります。 

 

 

 

 

小関勇次（こせきゆうじ）清和大学 特任教授 昭和４８年度 第１０期生 

がんばれ京葉生！！ 

平成 9年 3月卒業 

鈴木 政浩 

京葉高校の今後の発展と 
京葉生の明るい未来を祈っています 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安心した生活のお手伝いの事ならお気軽にご相談ください 

東京第五支社 第三営業所 

ゼネラルライフパートナー 荒井 成喜【第 26期卒業生】 

０９０―３２０４―７４４４ 

市原市社会福祉協議会ボランティアグループ

『鎌倉街道を歩く会』 

『上総の国いちはらの歴史を知る会』 

（ふるさと市原をつなぐ連絡会会員） 

京昭和４０年度卒業 

京葉高校第１期生 

榎 本  悦 

090-3545-1113 

共に

未来に羽ばたこう！ 



                 

 
 

 

同窓会報『まなびや』に広告協賛を頂ける卒業生を募集しています。 

このサイズ（縦 5cm×横 18cm）で 5,000円です。 

ご協力頂いた協賛金は現役生・同窓会の活動に役立たせて頂いております。 

ご希望の個人様、企業様は下記同窓会問い合わせメールでご連絡ください。 

 

 

 

 

〒290-0023 千葉県市原市惣社 4-1-3 

TEL0436-22-6587  

お祝、法事、誕生日会、その他御会合、宴会等受け承ります。 

２F イス・テーブル席３５名まで 

１F イス・テーブル席２０名まで ご利用いただけます。 

 

１７期生 伊藤 和也 

京葉生へメッセージ （人生はチャレンジ、前を向いて頑張ろう） 



看護医療分野の体験的学習をとおして医療関係の職業について探究して
いきます。看護師・理学療法士・作業療法士・柔道整復師・歯科衛生士・
スポーツトレーナー等の進路を目指す生徒への充実した支援を行います。

１年生 ２年生 ３年生

京葉高校NEWS 令和６年４月スタート

千葉県立京葉高等学校
【ホームページ】 https://cms2.chiba-c.ed.jp/keiyo-h/

看護医療系職業の研究
連携大学の出前授業

連携大学での科目履修
看護医療系進学先研究

看護医療系職業プレゼン
医療系大学での授業体験

※本コースは、看護医療の内容だけではなく、学年全体で同一の内容を行うこともあります。


